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第７号 

１０
月
1
日
、
自
治
労
渡
島
地

方
本
部
は
北
斗
市
か
な
で
ー

る
で
、
女
性
推
進
協
議
会
（
は

た
ら
く
女
性
の
交
流
会
）
を
開

き
ま
し
た
。
渡
島
地
本
・
川
村

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

道
本
部
組
織
拡
大
推
進
室
の

吉
田
雅
人
さ
ん
を
講
師
に
、

「
わ
か
り
や
す
い
人
事
院
勧

告
の
情
勢
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、

函
館
市
役
所
診
療
室
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
伊
賀
美
恵
子
さ
ん

が
「
メ
ン
タ
ル
不
全
・
こ
こ
ろ

の
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
」 

女
性
推
進
協
議
会
学
習
会 

と
題
し
て
講
演
し
た
。 

吉
田
さ
ん
は
「
今
ま
で
は
、
あ

る
意
味
守
ら
れ
て
い
た
部
分

も
あ
っ
た
が
、
今
後
は
組
合
の

力
量
に
よ
っ
て
は
賃
金
・
労
働

条
件
な
ど
が
変
わ
っ
て
く
る
」

と
話
し
た
。
ま
た
、
伊
賀
さ
ん

は
、
今
の
ス
ト
レ
ス
社
会
で
は

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
が
必
要
で
あ

る
。
「
死
に
た
い
と
い
う
言
動

は
本
人
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
な
の
で
、

よ
く
相
手
を
見
て
い
て
ほ
し

い
。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た
り
、
趣
味
を
持

つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
説

明
し
た
。
２７
人
が
参
加 

職
場
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
こ
う 

  

１０
月
２
日
、
函
館
国
際
ホ

テ
ル
で
自
治
労
道
南
政
治
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
56
人
が
。

は
じ
め
に
幹
事
の
斉
藤
佐
知

子
議
員
が
あ
い
さ
つ
し
、
逢

坂
誠
二
衆
議
院
議
員
が
、「
地

域
主
権
の
推
進
と
地
方
議

会
・
自
他
体
の
果
た
す
役
割
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
し

た
。
逢
坂
衆
議
は
、
国
会
の

情
勢
や
原
発
問
題
、
人
事
院

勧
告
の
動
向
、
マ
ス
コ
ミ
問

題
、
地
域
主
権
改
革
の
成
果

な
ど
に
つ
い
て
く
わ
し
く
説

明
し
た
。 

ま
た
、
道
本
部
の
山
木

企
画
総
務
部
長
が
、「
地
域

主
権
改
革
に
向
け
て
」
と

題
し
、
条
例
の
変
更
や
義

務
づ
け
・
枠
付
け
の
緩

和
・
見
直
し
等
は
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
後
、
条
例

を
作
っ
て
行
く
に
は
行
政

の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
に 

２０１１

自
治
労
道
南
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム 

伝
え
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
の
思
い 

な
る
し
学
習
も
必
要
だ
と

話
し
た
。 

最
後
に
、
北
海
道
議
会

民
主
党
道
民
連
合
議
員

会
・
原
発
か
ら
の
シ
フ
ト

を
め
ざ
す
ＰＴ

の
事
務
局

長
の
高
橋
亨
議
員
が
、
脱

原
発
に
つ
い
て
の
中
間
報

告
を
し
ま
し
た
。
改
め
て

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０

０
０
万
人
署
名
」
を
各
単

組
・
総
支
部
で
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。  


